






掲 示 板

Ph:/-sicsLetもerS

phySicsLettersに投稿 される方がふ えてい るようですが,編集者か ら

次の よ うな注意が きま したのでお知 らせ します ｡特に長 さについてかな り敢 重

ですか ら,制限をこえぬよう御注意下さい ｡

東大埋 久 保 亮 五

=NSTRUCT=ONS TO AUTHO幸S

=t isclear from authCrsfreacti〇nsthat theirlStruCt,-

ionstoauthorsastheyhaveappearea for the lasiTJyear Or

SOOntheinsiae cCverC､fPhysicst]ettersAhavenot t)een

asclearascould_havebeenwished_.Weshall therefore

aiscussin somed･etailwhaJt rulesa･reuse且in.cl-eciding

而iethercrnot amanlユSCript isrejec3ted･~年utCmatically

Fi-rst cfall, therearea.few simplerules 顧hic1-rLmlユSt■l

beo1つSerVed_:

(日 Theman7LユSCJriptrriuStbety_pewritt･en Orig,inal with

amplPapと3tCeSIDetween theliLneSamiample margins;

(Sit The ‡)avermust,haveana.tlStraCtt,

帥 Tf7J_e figuresrriuS-t be乱rawn SOt壬,iat they Canbe

re‡)rodu.ceaeasily,and-theletterin声;muSTJl〕e such that tfley

can t)ered_ueed_toone･一cclumnwid_tJh;

(ivI ThepapermlユSTJrlIOt fcrm part 〇f a serial stCry,

that is,authorsBut)mitting either simlユlta.ne〇uslycT 〔)Ver

aL,Period-Cftime several manuscriptswhich cl錫rlybelcTlg

togetherar通 shoul且havet)een put)lisYied_tCgetheraノSCne

lCngerresearch papercan expect 毛ha′ttheirmanuscripts

will bounce･,
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掲 示 板

(V) m epapermllStbe submitted･tc)芭ether with-cne●extra

copy.

Even.if'these rulesareCbserve且,amanuscriptwillbe

reJeCted_automaticaユーIy, ifit ist○○ 1〇ng, thatis, ifit

耳･苧eStimated一七〇 takeupTnOre than号 pagecr 5 cclu皿nSin

print. =n estimatingwhether cr net amanuscript isも○○

lCng a simplewcrd･cclm も isoftenveryunsatisfact〇ry:tnt,3

LCjimplewc)rd."or"between tw〇eq.uatic)nscfapaperwhichhas

tot)e printe且Oyerthewh〇lewidth ofthepageis equivalent

tcat)ou_七 two linesoftypescript.Dis‡)la･yed..equ,rd.･tionSana

tablestakeupaa.isproportiona,teamount c)I space:a twenty

linetablewhich has sc)many entriesthat it can net l〕e

_printed･in Cnecc)lumrlWi,ll takeu‡)atleasthalf apage;

twenty small eq_uationswhich can l〕eprinted-inonecClumn

will tcgethernearly takelJ_P afull page, and･ifone cf thf∋

equatiorlS issolcng that thepa,PerhastctieT)ユ'inted-acrcss

thewhcle page'each eq_uation automatically takesu.ptwice

+me space it wて)ul且iftheT)aⅠ)er CCu]_且 be‡)rinteciirjC,neC

(-:Clumn.Fig:u.resalso a.eve)ur space･,even theSmallest one
1

TJakesupT 〇fa co111mn,but normalfigurestakeupatleast
i
号Page,ana scmetimesagoodla-ealmore･Asar〇ugtlguid-e

tJ〇 -thelength cfa paperwhicJh wol.;Lid justfit iritOthe5

(3elumn length'wema′y quCtean amply spaced.ll･yP()SCript with

b71t a few eq_uar,ionsand･one figurewhichwith title, byline,

abstract, referenc,es, and-captiCnsis fourq.uarto pages

lc)ng･Thetitle, byline,a,nd_at)stracTJalwayst,akeup i).･bclut

1
7page･

Oneauth〔〕r suggested-thefoll〇wing instructionswhich

Weq_uOtehere'astheymay t,ehelpfulto ()therauthors:

Fora normal articlewith eight linesup tc,full ‡)ageWidth
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usea for title,byline,and.at)stract,aremaind.erof 152

linesin print or 2i c｡Iumnsareavailablef｡r もext,fim1-

res, eq_uati〇nS,tat)les,references,e上c.Tc cCmpareもhis

with y〇urmanuscript nCte もhat もhemaximum lin6hinprint

corresT)Onas七〇50 str〇ke80f atyて)eWriterkey.FrCm this

you ca-A r!onvert yournumberCfmanuscript IineLqtCPhysics

Letterslinesand-having an (〕TWed･forf拍 ureSand一七at)les

you can且eter担newhetheryourmarlllSCriT)ちWillexc;eed_廿1e

Stanaard.length Of'1･5 pages もLrltal.
Theed.itors

｢大学問題に関する格別欄 ｣

設置につ いてのアナ ウンス

｢物性研究 ｣縞集部

東大 ･日大に よって社会化 された大学紛争は ,驚 くべ き短時機の うちに全国

の大学 をおおいつ くした感があ ります｡その波及の速 さは,今 日の 日本の大学

の もつ内部矛盾が,もはやおおいか くすすべ もない状塵にまで連 しているこ と

を,如実に物語 るもの といえま しょうO.

大学は如何 にあるべ きか,学問 とは何ぞや とい う問いかけに対する答は,大

学に市民権を もつ我々のひ とりひ とりが ,自分 自身の問題 として受けとめて手

どの様な肇勢で学問に踏み,何 を主張 してい くべ きかを,ギまかしのないきび

しい態度で自分に間いつやる時 ,初 めてその正 しも.､方向への第一歩 を見出し得

るもの と考え られます占

学問が細分化 され,体制内で商品化 されて行 く過程で,学間にたずさわる人

間の疎外感は 日一 日と深刻 さを増 しf学問的 に も人間的にも全体的 な展望や独

創的発想 を失いつらぁる現在 ,学問のあ り･方 を潤 い,人間性 を回復するために

如何に生 きるべ きか とい う,人間 として最 も基本的 な問題 を,自己 との対決竃こ

於て思案することは,我 々に負わされた不可避の課超ではないでしょうか.
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掲 示 板

これは又,たまたま物性研究者 とい うカテゴリーに含まれることになった我

々が,体制問題や,学問 としての物理学 の将来につい て,今一度考え直 してみ

るための,ひ とつの契機 ともな り得 ると信 じます ｡

個 々の大学で,それぞれ('T)事情をはらみ乍 ら礎 起 された問題は,個別性をこ

えた共通の基盤で とり上げ られるべ き普遍性 を兼ね備 えてお ります ｡ 科研費の

問題や ｡産学共同 ･軍学共同 ･米軍資壷の導入等 々,どのひ とつを とってみて

も,今 日の大学間蓮 とは切 り威 して考え られない ものであ ります｡

そ うい う意味で,大学間適を物性研究者 としての立場 との聞達に於 てとり上

げ,共通の間塵 を共に考え,共 に対処してい こうとい う間題意誠を もって,戟

々 ｢物性研究 ｣編集部は,ここに ｢大学間題に蘭す る特別欄 ｣を設けることに

決定 しました ｡

現状を正 し く把遅するための情報交:漢や問題提起 ･討論等, どの塵な形の も

(I)で もj乗用したいと考えてお りますo

読者諸氏か らの投稿 をお待 ちしてお ります ′,

(F.Y.)

物性 グJv-プ員名籍 作成朝 顔いの件

物性 グループ事務局

前略

第 8期の学術会議が発足 し,物研連,吻小委等の改組が行なわれ ることとな

りますが,それに伴 ない物小委 メンバーの選挙や物′J＼妻の諮間に応 ずる物性 グ

ループ 1Ci0人委員の選挙が 5- 6月に行なわれます｡

,今般 ,吻小委幹事盛沢氏 より,物性 グJV二プ事務勧 こ100人香の選挙のた

め,物性 グ/レ-プ員の詳 しい名簿 を至急 搾 ってほ しい とい う要請が あ りました｡

100人香の選挙の有権者はこの名港に よって確定 されるそ うですd)で,お忙

しき折 とは存 じますが,何卒別紙に蜜研究 (部)窒鯛係者の朝登録 をお威い致

します｡

なお,貨研究室で転勤等で,所属変更の方について克 事務局宛お知 らせ下 さ
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､るようお顕い敦 しま.す ｡ 又,大学院学生等で登録希望なさる方があるか どうか

周知 させて戴けますなら誠 に幸いですO

(宛先 ;仙台市片平丁 東北大学理学部物理 渡部三雄 )

必 要 事 項

氏 名 所 属 専 門 分 野

(注) 上記の依頼があ りま した｡皆 さん,_もれな く手続 きをして下 さい JO
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ニ ュ ー ス

◎人の うごき

斎 藤 基 彦 氏 (栗大建 ･植村研)

4月 1日より,束大数葦物理助手に就任

中 野 滋 氏

東大教義物理 より,千葉大 ･文理学部助教授に転任

其 木 箱 棄 民 (東北大 ･理 ･物理 ,教授)

昨年末 University of Califcrnia,La Jolla ,

Calif.,U.S.A.に 出張 されたO今年 5月末帰国O

◎ 今年 8月 N〇Vogibirskで開かれる, 日ソ低温物理学会議に関 し

て,国内に連絡会みたいなものが あ りましたら,紙上でお知 らせ下さ

い ｡
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プ レプ リ′ン ト案内

〔東大 ･久保研 〕

c RigCr〇us =neqlualitiesfor CriticalPoint Correlaticn

Exponents (pM.至上Fisher)

o Renormalizaticn cf theLinked CluSter菩ⅩT)anSiCn fc)∫ a

Classical Magnet

(班.Wcrtis,I).JasnCw,_班.A.MCcre)

eTheApprC)Ⅹima,te亙;Ⅹpr.ession 〇f〔‡reenlsFllneticnforthe

-calculaticrl〇fElect,TonicStrlユCtIJreiTIMetalsand_

Allcys (J.KanamoriK.TLeT8▲勘1ra,K.Yamad_a)

c AnEnergy =nd･epend_ent Method.CfBand.Structure

Cal(1ulaticrjf〇r TransiticriMetals

(D.C.Pettifor)

c Jahn-TellerEffectsinElectronParamagneticResonarユCe

Spectra 頼 .S.Ham)

o TheoryofDiamagneticSu.sceptibility of■Metals

(p.K.Misra.and_L.ltvl.Both)

c ElectronicStructureofCleanMetallic=nterfac,es

(C.B.Duke)

o First SclユnaAnCrmaly CfaBcseLiq_uia alo〇vethePhase

TranSま_tlcnPoint

(Tcs士li〇TLJquZuki)

c Onthe工〕istribution (〕fZerosf〇r theHeisぅnt)ergModel

(Maslユ〇SlユZuki)

o ThecryofDiluteMagr】eticAll(〕ys

(JenK〇naC)

o Statistical Errord-ueも｡FiniteTimeAveraging in

C〇mputerExperiments
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ブ レブ !)ソ ト案内

(R･7JWanZig an,a- N･K･Ailawadi)

o TheExistence_ofThermo且ynamicsforfieal Matterwith

c〔)ulombForceS (J.L.Let)cwitz)

cAnalyticPrcpertieselfSystemsWithLennard-J〇nes

TypePctentials (J.L.Le†)owitz)

〔日大 ･理工〕

C-NCnlinearParametric】∃Ⅹcitation 〇f PlasmaFluctuations

(I).F._Duモほis)
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編 集 後 記

さすがに 4月Ol半ば ともなれば,訪れの遅 れた春 も,基研の中庭にたんばほ

の花 も開かせ , 疎水の川面も早 くも落花で美 し く彩 らせています｡大学では こ

の よ うな呑気 な事 を云 って居ると,慣 られそ うなPlF今ですが,終戦の年 ,∈軍和

20年の春の鋳れが殊の外美 し く感 じられた思い出をもつ もの として,私E,TLは

感慨一入 と云 うところです｡

それはさておき,今月号は ｢分子理論 ｣の研究会報告に加えて, ｢我が国 の

物性物理 'J)研究体制について ｣を特集 として揚戟することにな りました.御 承

知のよ うに,この 5- 6月には物性百人委員obl改漢が行 なわれる0-1で, この よ

うな特集の機会 としてほタ イム リーである と思います｡ こO-)計画は先月の醤 集

会商で採択 された ものですが,特案担当の米沢,小川｡川癌,蔵本各縞蕪亀の

資料褒めと原稿 作成,更に印刷所 との交渉等の精 力的 な努力に より,時P,iIiB遅 れ

-プの一つの資料 として将来共皆様のお役に立つ ことが出来れば幸甚で すO

ただ, ｢研究体朝を∈ついて ｣01時集を完全に資料集 とするならば,それは 無

味乾燥 ともな りかねないし,逆に これに主観 を加え過 ぎるならば蓮拳前のこ と

で もあり,薯挙運動の ように取 られ る恐れが あることは当然で すO この点E,,TLつ

いて,繭糸全額では約 2時間に渡 って討論が行なわれ ました ｡ 年会での この 間

題に房するインフォーマ)Vニ ミーテ ィン グの報告 も特集に入るまでに全員意 見

の一致 を見ま したが,担当者の個人的見解を特集に含 ませるか どうかで意見 が

分れました｡ 多数はこれを可 としま したが,この特集の企画が大変急いで行 な

われたため,全読者に この時集への投稿の機会を与 えずに,縞集部担当者の 個

人的意見だけを見解 として特集に入 れるのは,編集員全員一致の膏見解 なら と

にか く,今の場合現時点では不適当 との意見があ りました. 幸い担当者 もそ れ

を特集 よ り外すことを了承 され ましたので,談話室 としてその見解 を掲載 しま

した｡ (次号掲載の予定)

編集部 としては,むろん,なるべ く公平に読者の意見を反映 するような ｢物

性研究 ｣であ りたい と思 っています ｡ ただ,申すまで もあ りませんが,.完全 な
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公平などと云 うことは, しばしば何 もせぬ事に近い もの と思いま す･｡大きな誤

をする くF'い なF',何 もしない方が よいか も知れません. しかし,建設的な小

さい誤はむしろ これに横梅的意味を持たせるべきではないで しょ うか ｡ それ を

反論,論破 しよ うとするための努力は更に広 く深い ものを究めることにつなが

る大 きい可能性 を含みます｡

ど うか ｢物性研究 ｣が物性研究上の問題,それに関摸 した諸蘭#-に対する百

家争鳴塀 々 々の場 となるよう,皆様の胡協力を切にお顔いすると共に,柄集

部に対 して稜 々調叱正 を頂 きたい と思い ます｡

尚,京都轟南集員 として活躍 された蔵本 氏が九大に就接された('f)と,化学教室

の本間氏が学顎奨学生 として基研に移 られたため,_それぞれの後任 として,杉

原氏,田中氏 に新たに-方指 摘福集員をお願いすることになりま.した O
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